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故
勝
俣
忍
さ
ん

旭
日
単
光
章
受
章

　
7
月
22
日
に
逝
去
さ
れ
た
元
議

会
議
員
の
勝
俣
忍
さ
ん
（
木
賀
）

が
、
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
勝
俣
さ
ん
が
12
年
の

永
き
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
、

町
づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
9
月
13
日
に
遺
族
に
対
し
、
叙

勲
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

百
歳
の
お
祝
い
に

�

総
理
大
臣
か
ら
銀
杯

　
今
年
度
中
に
百
歳
を
迎
え
る
７

名
の
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

贈
呈
さ
れ
た
祝
状
と
記
念
品
の
銀

杯
を
伝
達
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

○
安
藤
泰
江
（
湯
本
）

○
渡
邉
マ
ツ
（
湯
本
）

プ
レ
マ
マ・パ
パ

�

（
出
産
育
児
）教
室

日　
時　
10
月
31
日
㈬

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

場　
所　
さ
く
ら
館

内　
容　
お
産
や
母
乳
育
児
に
つ

い
て
の
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
沐も

く

浴よ
く

実

習対　
象　
こ
れ
か
ら
母
親
、
父
親

に
な
る
方

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法　
10
月
24
日
㈬
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
子
育
て
支
援
課

�

☎
８
５
―
９
５
９
５

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

第
62
回
敬
老
会
を
開
催

　
９
月
13
日
、
第
62
回
敬
老
会
が

星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
３
０
０
人
余
り
の
高

齢
者
が
参
加
し
、
町
内
の
活
動
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
、

踊
り
、
健
康
体
操
、
宮
城
野
保
育

園
・
箱
根
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る

踊
り
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
演
芸
会
に
先
立
ち
行
わ

○
水
田
芳
江
（
湯
本
茶
屋
）

○
濱
野
き
く
（
宮
城
野
）

○
山
中
百
合
子
（
仙
石
原
）

○
下
村
隆
雄
（
元
箱
根
）

○
橋
爪
彌
惠
美
（
元
箱
根
）

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

長
寿
夫
妻
に

�

記
念
品
を
贈
呈

　
町
か
ら
、
結
婚
50
年
及
び
60
年

の
長
寿
夫
妻
に
対
し
、
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

結
婚
50
年
（
金
婚
式
）

○
小
川
則
夫
・
き
み
子
（
湯
本
）

○
熊
谷
重
明
・
詔
代
（
湯
本
）

○
安
藤
庸
一
・
美
枝
子
（
大
平
台
）

○
綾
部
一
夫
・
節
子
（
宮
城
野
）

○
佐
藤
定
男
・
夏
江
（
仙
石
原
）

○
柳
川
欣
司
・
貞
子
（
仙
石
原
）

○
小
原
史
郎
・
雅
子
（
仙
石
原
）

○
勝
又
實
・
愛
子
（
箱
根
）

○
関
賢
一
郎
・
ふ
く
じ
（
箱
根
）

結
婚
60
年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
）

○
佐
々
木
久
仁
男
・
ミ
ヨ
子
（
湯

本
）

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
後
、
免
疫
が
つ
く
ま
で
、

２
週
間
程
度
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
連

絡
し
、
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対　
象　
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

接
種
日
当
日
に
次
の
い
ず
れ
か
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

○
65
歳
以
上
の
方

○�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が
あ

る
方

※
機
能
障
が
い
が
あ
る
方
は
、
医

師
の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者

手
帳
（
１
級
程
度
）
の
写
し
な
ど
、

接
種
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

接
種
期
間　
10
月
１
日
㈪
～
平
成

31
年
２
月
28
日
㈭

自
己
負
担
額　
１
，
７
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
町
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ

り
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
が

全
額
助
成
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
、
印
鑑
、
本
人
を
確
認
で
き

る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）
を
持
参

し
、
さ
く
ら
館
ま
た
は
保
険
健
康

課
、
出
張
所
で
事
前
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

公
費
負
担
に
よ
る
接
種
回
数　
１
回

実
施
医
療
機
関　
町
内
医
療
機
関
、

小
田
原
医
師
会
ま
た
は
足
柄
上
医

師
会
医
療
機
関
（
要
事
前
予
約
）

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
遊
び
や
生
活
の
支
援
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
楽
し

く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
職
種　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）

勤
務
場
所　
次
の
い
ず
れ
か
の
ク

ラ
ブ

・
湯
本
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

　
（
町
立
湯
本
小
学
校
内
）

・
箱
根
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

　
（
町
立
箱
根
の
森
小
学
校
内
）

・
き
ん
と
き
ク
ラ
ブ

　
（
町
立
仙
石
原
小
学
校
内
）

勤
務
時
間　
平
日
は
下
校
時
間
の

30
分
前
～
18
時
30
分
、
春
・
夏
・

冬
休
み
は
8
時
～
13
時
ま
た
は
13

時
～
18
時
30
分
（
土
曜
日
は
、
8

時
30
分
～
13
時
ま
た
は
13
時
～
17

時
）

※
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
、
休
日

と
な
り
ま
す
。

勤
務
日
数　
応
相
談

賃　
金　
時
給
１
，
０
５
７
円
～

※
保
育
士
、
教
諭
等
の
資
格
を
有

す
る
方
に
は
、
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。

交
通
費　
別
途
支
給

応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
者
で
、

心
身
健
康
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

と
接
す
る
こ
と
が
好
き
で
あ
る
こ

と
（
性
別
不
問
）

応
募
方
法　
町
指
定
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
ず
本
人

が
持
参
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

履
歴
書
の
様
式
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

応
募
・
照
会
先　
子
育
て
支
援
課

�

☎
８
５
―
９
５
９
５

れ
た
式
典
で
は
、
老
人
福
祉
の
向

上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
５
人
の

方
々
に
、
町
長
か
ら
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
老
人
福
祉
事
業
功
労
者
（
敬
称

略
）

◎
上
野　
治
巳
（
湯
本
）

◎
武
井　
節
（
湯
本
）

◎
岩
田　
光
夫
（
小
涌
谷
）

◎
内
田　
ち
江
（
仙
石
原
）

◎
西
野　
善
子
（
元
箱
根
）

照
会
先　
福
祉
課

�

☎
８
５
―
７
７
９
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
き
ま
せ
ん
か

　
皆
さ
ん
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
、

技
術
を
ぜ
ひ
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方

※
事
前
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
が
必
要
で
す
。

主
な
仕
事

・
施
設
の
管
理

・
駐
車
場
の
整
理

・
網
戸
の
張
替

・
家
具
の
移
動
、
片
付
け

・
庭
の
手
入
れ
な
ど

　
ま
た
、
併
せ
て
仕
事
を
頼
み
た

い
方
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
個
人
、
事
業
所
な
ど
、
ど
な
た

で
も
何
か
手
伝
い
が
必
要
な
こ
と

や
高
齢
者
に
と
っ
て
簡
易
で
臨
時

的
に
依
頼
し
た
い
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
や
ま
な
み
荘
内
）
☎
８
２

―
５
１
１
５
（
９
時
～
16
時
）

鳥
獣
被
害
防
止
柵
の

購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
所
有
す
る
敷
地
な
ど
に
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
の
防
止
を
目
的
と
し
て

柵
を
設
置
す
る
方
に
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対　
象

①
町
税
な
ど
の
滞
納
の
な
い
方

②�

町
内
に
住
居
ま
た
は
敷
地
を
所

有
し
て
い
る
方

③�

設
置
し
た
柵
を
適
正
に
維
持
で

き
る
方

対
象
費
用　
柵
の
購
入
費
用
（
設

置
費
用
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
）

対
象
柵

①�

電
気
柵
（
ポ
ー
ル
、
電
線
、

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
を
含
む
）

②�

ト
タ
ン
な
ど
板
に
よ
る
柵
（
杭

な
ど
を
含
む
）

③
網
・
金
網
柵
（
杭
な
ど
を
含
む
）

④�

そ
の
他
同
等
の
効
果
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の

補
助
額

①�

町
民
な
ど
の
方　
購
入
費
用
の

2
分
の
1
（
限
度
額
は
2
万
円
）

②�

自
治
会　
購
入
費
用
の
3
分
の

2
（
限
度
額
は
3
万
円
）

③�

事
業
者　
購
入
費
用
の
3
分
の

1
（
限
度
額
は
2
万
円
）

申
請
方
法　
柵
の
購
入
の
前
に
、

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

箱
根
町
鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置

計
画
書

・�

柵
を
設
置
す
る
場
所
の
位
置
図

・�

防
止
柵
を
設
置
す
る
場
所
の
写

真
・�

柵
の
購
入
費
用
が
わ
か
る
見
積

書
　
な
お
、
申
請
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

照
会
先　
環
境
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
５

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」

　
こ
の
日
は
、
浄
化
槽
に
関
す
る

諸
制
度
を
整
備
し
た
「
浄
化
槽
法
」

が
昭
和
60
年
10
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
の
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
町
で
も
、
し
尿
及
び
生
活
雑
排

水
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設
と
し

て
下
水
道
と
と
も
に
「
浄
化
槽
」

が
普
及
し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
と
は

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
、
し
尿
や

生
活
雑
排
水
を
処
理
し
、
き
れ
い

な
水
に
戻
し
て
川
へ
放
流
す
る
た

め
の
設
備
で
す
。

適
正
な
維
持
管
理
の
お
願
い

　
維
持
管
理
を
行
わ
な
い
と
放
流

水
の
水
質
が
悪
化
し
た
り
、
悪
臭

の
発
生
を
招
く
な
ど
地
域
の
住
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
設
置
者
の
皆
さ
ん
に

は
適
正
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

○�

４
ヶ
月
に
１
回
以
上
の
保
守
点

検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○�

１
年
に
1
回
は
必
ず
清
掃
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

○�

法
定
検
査
を
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
３
項
目
は
浄
化
槽
法

に
よ
っ
て
設
置
者
の
皆
さ
ん
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
適

正
な
維
持
管
理
を
行
う
上
で
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。

照
会
先　
環
境
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
５
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平
成
31
年
４
月
入
園

町
立
認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
所
・
幼
稚
園
児
を
募
集

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所

　
申
し
込
み
が
必
要
と
な
る
の
は
、

平
成
31
年
度
に
初
め
て
対
象
乳
幼

児
の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
で
す
。

　
在
園
児
に
つ
い
て
は
、
通
園
し

て
い
る
園
に
就
労
証
明
書
、
税
務

資
料
な
ど
の
関
係
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
５
か
月
～
５
歳
児
（
平

成
25
年
４
月
２
日
～
30
年
11
月
１

日
生
ま
れ
）
で
、
乳
幼
児
の
保
護

者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
項
目
の

い
ず
れ
か
の
事
情
に
あ
る
場
合

○
就
労
し
て
い
る
場
合

○�

出
産
・
病
気
・
負
傷
・
心
身
に

障
が
い
が
あ
り
、
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

○�

長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に

障
が
い
の
あ
る
人
の
介
護
を
保

護
者
が
常
時
行
っ
て
い
る
場
合

○�

火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の

災
害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
ま
で

の
間
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○�

求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

を
し
て
い
る
場
合

○�
就
学
し
て
い
る
場
合

○�
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
○�

8
時
30
分
か
ら
14
時
ま
で
の
教

育
標
準
時
間
入
所
を
希
望
す
る

子
ど
も
（
1
号
認
定
）
を
持
つ

場
合

保
育
時
間　
次
の
時
間
中
、
保
育
・

教
育
が
必
要
な
時
間

・
月
～
金
曜
日

　
７
時
30
分
～
18
時
30
分

・
土
曜
日

　
８
時
30
分
～
16
時
30
分

申
込
方
法　
入
所
申
込
書
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
園
希
望

の
認
定
こ
ど
も
園
ま
た
は
保
育
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
、
子

育
て
支
援
課
で
10
月
15
日
㈪
か
ら

配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
5
日
㈪
～
11
月

21
日
㈬

※
受
付
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
応

募
は
、
２
次
選
考
対
象
と
な
り
ま

す
。

提
出
書
類

・�

支
給
認
定
申
請
書
兼
保
育
所
等

入
所
申
込
書

・�

事
業
所
か
ら
の
就
労
証
明
書

（
病
気
や
出
産
の
場
合
は
、
医

師
の
診
断
書
な
ど
）

・�

児
童
健
康
調
査
票

・�

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証

明
す
る
書
類
（
１
号
認
定
こ
ど

も
は
提
出
不
要
）

・�

保
護
者
の
平
成
30
年
度
県
民
税
・

市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
な
ど
（
30
年
1
月
1
日

現
在
で
町
内
に
居
住
し
て
い
な

い
方
が
対
象
。
ま
た
、
同
一
世

帯
で
収
入
の
あ
る
家
族
が
い
る

場
合
は
、
そ
の
分
も
必
要
）

※
書
類
に
不
備
、
不
足
が
あ
る
場

合
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

後
日
提
出
書
類　
保
護
者
の
平
成

31
年
度
県
民
税
・
市
町
村
民
税
課

税
（
非
課
税
）
証
明
書
な
ど
（
平

成
31
年
１
月
１
日
時
点
で
町
内
に

居
住
し
て
い
な
い
人
が
対
象
。
同

一
世
帯
で
収
入
の
あ
る
家
族
が
い

る
場
合
は
、
そ
の
分
も
必
要
）

そ
の
他　
家
庭
の
事
情
に
よ
り
５

月
以
降
に
入
園
を
希
望
す
る
場
合

は
、
入
所
申
込
書
に
資
料
を
添
付

し
、
入
園
希
望
の
前
月
15
日
ま
で

に
希
望
す
る
認
定
こ
ど
も
園
・
保

育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

箱
根
幼
稚
園

該
当
す
る
児
童　

３
～
５
歳
児

（
平
成
25
年
４
月
２
日
〜
28
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

※
幼
児
の
保
護
者
が
町
内
在
勤
の

場
合
も
入
園
で
き
ま
す
。

保
育
時
間　
月
～
金
曜
日
の
８
時

30
分
～
14
時

預
か
り
保
育
時
間

　
箱
根
幼
稚
園
で
は
預
か
り
保
育

を
実
施
し
、
働
く
ご
家
庭
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

・
通
常　
14
時
～
16
時
30
分

・
延
長
（
必
要
に
応
じ
て
実
施
）

　
早
朝　
７
時
30
分
～
８
時
30
分

　
夕
方　
16
時
30
分
～
17
時
30
分

・�

預
か
り
保
育
料　
１
０
０
円
／

30
分

申
込
方
法　
入
園
願
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
関
係
書
類
を
添

え
て
、
箱
根
幼
稚
園
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
願
書
は
箱
根
幼
稚
園
、

子
育
て
支
援
課
で
10
月
15
日
㈪
か

ら
配
布
し
ま
す
。　

受
付
期
間　
11
月
5
日
㈪
～
11
月

21
日
㈬

提
出
書
類

・
入
園
願
書

・
支
給
認
定
申
請
書

・�

保
護
者
の
平
成
30
年
度
県
民
税
・

市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
等
（
30
年
1
月
1
日
現

在
で
町
内
に
居
住
し
て
い
な
い

方
が
対
象
。
ま
た
、
同
一
世
帯

で
収
入
の
あ
る
家
族
が
い
る
場

合
は
、
そ
の
分
も
必
要
）

後
日
提
出
書
類　
認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
所
に
準
じ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

b
b

b

照
会
先　
子
育
て
支
援
課

�

☎
８
５
―
９
５
９
５

●
認
定
こ
ど
も
園

　
湯
本
幼
児
学
園

�

☎
８
５
―
５
４
４
４

　
仙
石
原
幼
児
学
園

�

☎
８
4
―
８
３
８
６

●
保
育
所

　
宮
城
野
保
育
園

�

☎
８
2
―
２
５
４
３

●
幼
稚
園

　
箱
根
幼
稚
園

�

☎
８
3
―
６
１
５
９

第
43
回
芸
能
発
表
会

日　
時　
10
月
14
日
㈰
13
時
～

場　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

内　
容　
箱
根
に
伝
わ
る
子
ど
も

ば
や
し
、
獅
子
舞
、
踊
り
な
ど
の

発
表

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

第
39
回

�

糖
尿
病
週
間
行
事

「
糖
尿
病
食
で
健
康
長
寿
」

　
糖
尿
病
の
方
、
予
備
軍
の
方
、

糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い

方
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
程　
11
月
18
日
㈰

《
午
前
の
部
》

時　
間　
10
時
～
12
時
（
受
付
9

時
45
分
～
）

内　
容　
調
理
実
習
・
栄
養
相
談

「
バ
イ
キ
ン
グ
で
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
！
」

講　
師　
神
奈
川
県
栄
養
士
会

定　
員　
先
着
35
名
（
申
込
制
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん

《
午
後
の
部
》

時　
間　
13
時
～
15
時
（
受
付
12

時
30
分
～
）

内　
容　
講
演
「
糖
尿
病
と
楽
し

く
付
き
合
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
～

食
事
と
運
動
の
処
方
箋
を
考
え
る

～
」

講　
師　
関
東
学
院
大
学
栄
養
学

部
管
理
栄
養
学
科

教
授　
松
崎　
政
三　
先
生

定　
員　
先
着
１
０
０
名
（
申
込

制
）

場　
所　
川
東
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

マ
ロ
ニ
エ
（
小
田
原
市
中
里
２
７

３
―
６
）

申
込
・
照
会
先　
糖
尿
病
週
間
行

事
実
行
委
員
会
事
務
局
（
小
田
原

市
保
健
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
０
４
６
５
―
４
７
―
０
８
２
０

平
成
30
年
度
難
病
講
演
会

テ
ー
マ　
「
網
膜
色
素
変
性
症
講

演
会
」

日　
時　
10
月
25
日
㈭
14
時
～
16

時
30
分

対　
象　
網
膜
色
素
変
性
症
の
患

者
お
よ
び
家
族
等

場　
所　
小
田
原
合
同
庁
舎　
２

階
Ｄ
Ｅ
会
議
室

講
師
・
内
容

①�

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

眼
科　
髙
野
雅
彦
医
師
：
網
膜

色
素
変
性
症
の
最
新
治
療
と
生

活
の
工
夫
等

②�

神
奈
川
県
網
膜
色
素
変
性
症
協

会
（
Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
神
奈
川
）　
会

員
：
患
者
会
の
活
動
紹
介
、
福

祉
用
具
の
展
示
・
体
験

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
先
着
１
０
０
名

照
会
先　
神
奈
川
県
小
田
原
保
健

福
祉
事
務
所　
保
健
予
防
課

☎
０
４
６
５
―
３
２
―
８
０
０
０

（
代
）
内
線
３
２
４
２

病
院・診
療
所
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
小
田
原
医
師
会

地
域
医
療
連
携
室
へ

　
地
域
医
療
連
携
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
、
休

診
日
の
案
内

◎�

か
か
り
つ
け
医
、
在
宅
医
療
、

介
護
保
険
の
主
治
医
の
相
談

◎�

各
種
健
康
診
断
、
検
査
、
予
防

接
種
実
施
医
療
機
関
の
案
内

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
行
う
医
療
機
関
に
つ
い
て

も
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◎�

医
師
に
よ
る
電
話
医
療
相
談

（
無
料
）
日
時
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

時　
間　
月
～
土
曜
日　
９
時
～

12
時　
13
時
～
17
時
（
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
は
休
み
）

照
会
先　
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
４
６
５
―
４
７
―
０
８
３
３

FAX
０
４
６
５
―
４
９
―
３
７
６
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.
odawara.kanagawa.med.
or.jp/

新
就
学
児
童
の

�

保
護
者
の
皆
様
へ

　
来
春
小
学
１
年
生
に
な
る
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
の
生
年
月
日　
平
成
24
年
４

月
２
日
～
平
成
25
年
４
月
１
日

就
学
先
（
兼
会
場
）・
健
診
日

　
湯
本
小
学
校

　
・
11
月
１
日
㈭

　
箱
根
の
森
小
学
校

　
・
10
月
24
日
㈬

　
仙
石
原
小
学
校

　
・
11
月
8
日
㈭

そ
の
他　
該
当
す
る
家
庭
に
は
、

10
月
中
旬
に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
、
当
日
、

都
合
が
悪
く
欠
席
す
る
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課�

☎
８
５
―
７
６
０
０

こ
ど
も
た
ち
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に

～
里
親
制
度
を

�
ご
存
知
で
す
か
～

　
里
親
制
度
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
く

な
っ
た
子
ど
も
の
た
め
に
里
親
の

家
庭
を
提
供
し
、
あ
た
た
か
い
愛

情
と
理
解
を
も
っ
て
育
て
て
頂
き
、

子
ど
も
が
「
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
つ
権
利
」
を
守
る
制
度
で
す
。

里
親
制
度
に
は
次
の
よ
う
な
活
動

が
あ
り
ま
す
。

長
期
委
託　
子
ど
も
と
の
養
子
縁

組
を
せ
ず
に
長
期
間
の
養
育
を
目

的
と
し
た
委
託

緊
急
一
時
保
護
委
託　
家
庭
で
の

養
育
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た

子
ど
も
の
養
育
を
目
的
と
し
た
委

託３
日
里
親　
施
設
で
暮
ら
し
て
い

る
子
ど
も
の
家
庭
体
験
を
目
的
と

し
た
活
動

照
会
先

児
童
養
護
施
設　
強
羅
暁
の
星
園

�

☎
８
２
―
２
８
５
３

児
童
養
護
施
設　
箱
根
恵
明
学
園

�

☎
８
２
―
２
８
６
１

小
田
原
児
童
相
談
所

☎
０
４
６
５
―
３
２
―
８
０
０
０
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美しい箱根を
守ろう 第56回美化大会

ポ
ス
タ
ー
の
部�

箱
根
中
学
校
　
三
年
　
平
田
　
レ
イ
ナ

啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
た
作
品

「
箱
根
の
秋
」２
０
１
８

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

〈
弦
楽
四
重
奏
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
響
き
〉

日　
時　
11
月
18
日
㈰
15
時
開
演

場　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

出　
演　
東
京
ハ
ル
モ
ニ
ア
室
内

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

入
場
料

前
売　
大
人　
２
，
０
０
０
円
・

小
中
学
生　
１
，
０
０
０
円

当
日　
大
人　
２
，
5
０
０
円
・

小
中
学
生　
１
，
5
０
０
円

　
前
売
り
券
は
仙
石
原
文
化
セ
ン

タ
ー
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、
町

観
光
協
会
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

照
会
先　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
４
―
８
３
８
７

第
57
回
箱
根
町
民
文
化
祭

日　
時　
11
月
９
日
㈮
～
11
日
㈰

9
時
～
17
時
（
11
日
は
16
時
ま
で
）

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容

①�

作
品
展
示
（
絵
画
、
書
、
篆
刻
、

い
け
ば
な
、
手
工
芸
、
町
内
児

童
・
生
徒
の
作
品
な
ど
）

②�

募
集
し
た
短
歌
、
俳
句
、
エ
ッ

セ
イ
等
を
掲
載
し
た
文
芸
誌

「
箱
根
文
芸
第
54
号
」
の
配
布

（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

③�

茶
席
（
10
日
㈯
・
11
日
㈰
の
11

時
～
15
時
）

④�

音
楽
の
つ
ど
い
（
コ
ー
ラ
ス
、

フ
ル
ー
ト
演
奏
）

　
日
時
：
10
日
㈯　
13
時
30
分
～

　
出
演
：
コ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
、
フ

ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
こ
ね

⑤�

ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
吹
奏
楽

演
奏
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

　
日
時
：
11
日
㈰　
13
時
30
分
～

　
出
演
：�

箱
根
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

フ
ラ　
ア
オ　
ラ
ニ

照
会
先　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

�
☎
８
２
―
２
６
９
４

は
こ
じ
ょ
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
８

森
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
＆

�

リ
ラ
ッ
ク
ス
体
験

日　
時　
10
月
13
日
㈯
10
時
～
16
時

場　
所　
箱
根
や
す
ら
ぎ
の
森

内　
容　
森
林
浴
ヨ
ガ
や
森
林
セ

ラ
ピ
ス
ト
が
ガ
イ
ド
す
る
森
林
セ

ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
、
ハ
ー
ブ
と
ア

ロ
マ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
森

の
癒
し
を
感
じ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
詳
細
お
よ
び
事
前
参
加

登
録
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（hako

jo-lab.jp/e4

）
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

料　
金　
入
場
無
料
（
体
験
イ
ベ

ン
ト
は
有
料
）

照
会
先　
森
の
ふ
れ
あ
い
館

�

☎
８
３
―
６
０
０
６

み
ん
な
で

�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
第
31
回　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

日　
時　
10
月
25
日
㈭
18
時
30
分

～場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ

箱
根

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　
容　
６
人
制
３
セ
ッ
ト
マ
ッ

チ
（
１
ブ
ロ
ッ
ク
４
チ
ー
ム
の

リ
ー
グ
戦
）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

（
賞
品
代
、
保
険
代
ほ
か
）

チ
ー
ム
数　
24
チ
ー
ム
（
登
録
可

能
人
数
10
人
。
試
合
中
コ
ー
ト
内

の
男
性
は
３
人
ま
で
。
小
学
生
は

女
性
と
み
な
す
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日　
時　
10
月
26
日
㈮
18
時
30
分

～
20
時
30
分

場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ

箱
根

内　
容　
基
本
的
な
実
技
指
導

講　
師　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日

本
代
表　
齋
藤
信
治
さ
ん
、
元
東

レ
ア
ロ
ー
ズ　
田
辺　
修
さ
ん

対　
象　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

10
月
1
日
〜
7
日
ま
で
は

「
公
証
週
間
」で
す

　
公
証
制
度
と
は
、
契
約
や
遺
言

の
際
に
、
法
務
大
臣
の
任
命
し
た

公
証
人
が
公
文
書
で
あ
る
公
正
証

書
を
作
成
し
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
と
取
引
の
安
全
や
遺
言
の
完

全
な
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

照
会
先　
横
浜
地
方
法
務
局

☎
０
４
５
―
６
４
１
―
７
４
６
１

町
章
が
制
定
さ
れ
て

�

60
年
で
す

　
町
章
が
制
定
さ
れ
て
60
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
町
章
は
中
央
の

三
角
形
は
箱
根
町
の
「
ハ
」
を
表

す
と
と
も
に
箱
根
の
山
々
を
示
し
、

外
側
の
ま
る
い
「
コ
」
を
も
っ
て
、

平
和
な
町
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
愛
用
し

ま
し
ょ
う
。

献
血
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

月　
日　
10
月
23
日
㈫

場
所
・
受
付
時
間

・�

役
場
本
庁
舎
駐
車
場　
9
時
30

分
〜
12
時

・
さ
く
ら
館　
14
時
〜
16
時

対
象
者　
18
歳
～
64
歳

共　
催　
箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブは
こ
ね
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

２
０
１
８

日　
時　
11
月
7
日
㈬
18
時
30
分

～場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ

箱
根

内　
容　
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
ペ
タ
ン

ク
、
輪
投
げ
（
い
ず
れ
も
地
域
体

育
会
に
よ
る
対
抗
戦
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

《受賞された方々》
「箱根を大切にし美しくする」貢献者表彰
・大平台喜楽会　　・四季の湯座敷　武蔵野別館　　・荻野　トモ子
・山本　一夫　　　・勝又　實　　　・勝又　愛子
「ごみ減量貢献表彰」表彰者
・大平台自治会� （敬称略）

観光美化・自然愛護標語、作文、
ポスターコンクール １等入賞者

標語・作文の部

岩
いわ
瀬
せ
嘉
よし
希
き
（湯本小 １年）

南
な
雲
ぐも

藍
あい
（箱根の森小 ２年）

鈴
すず
木
き
成
なる
（恵明学園小３年）

仙
せん
波
ば
華
はな
恵
え
（箱根の森小 ４年）

西
にし
村
むら

侑
ゆう
醐
ご
（仙石原小 ５年）

小
お
山
やま
田
だ
李
い
月
つき
（恵明学園小 ６年）

軽
かる
部
べ
夏
か
永
え
（函嶺白百合学園中 １年）

田
た
中
なか

世
よ
希
き
子
こ
（函嶺白百合学園中 ２年）

白
しら
鳥
とり

悠
ゆ
悠
ゆ
美
み
（箱根中 ３年）

ポスターの部

井
い
出
で
大
やま と
翔（箱根の森小 １年）

津
つ
嶋
しま

幸
ゆき
葉
は
（恵明学園小 ２年）

濱
はま
野
の
桂
けい
吾
ご
（箱根の森小 ３年）

奥
おく
津
つ
あゆ菜

な
（湯本小 ４年）

大
おお
須
す
賀
が
藍
あい
（仙石原小 ５年）

富
と
樫
がし

あすみ（湯本小 ６年）

瀧
たき
口
ぐち

拓
たく
夢
む
（箱根中 １年）

小
こ
山
やま

未
み
美
み
（箱根中 ２年）

平
ひら
田
た
レ
れ
イ
い
ナ
な
（箱根中 ３年）

　
８
月
23
日
、
箱
根
の
森
小
学
校
屋

内
運
動
場
で
、
環
境
先
進
観
光
地
―

箱
根
第
56
回
美
化
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
、
地
元
自
治
会
や
、
小
・

中
学
生
、
高
校
生
な
ど
約
３
３
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
日
頃
観
光
美
化
や
ご

み
減
量
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
表
彰

状
や
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
他
、
来

賓
の
祝
辞
、
箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
町
へ
の
寄
贈
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
年
で
49
回
目
を
迎
え
た

観
光
美
化
・
自
然
愛
護
標
語
、
作
文
、

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
町
内

の
小
・
中
学
校
７
校
か
ら
標
語
の
部

に
66
点
、
作
文
の
部
に
４
１
０
点
、

ポ
ス
タ
ー
の
部
に
３
９
４
点
の
応
募

が
あ
り
、
各
学
年
の
１
等
入
賞
者
に

賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
標
語
の
部
の
岩

瀬
嘉
希
さ
ん
（
湯
本
小
１
年
）、
作

文
の
部
を
代
表
し
、
西
村
侑
醐
さ
ん

（
仙
石
原
小
５
年
）、
軽
部
夏
永
さ

ん
（
函
嶺
白
百
合
学
園
中
１
年
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
を
中
心
に
町
内
の

自
治
会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
皆

さ
ん
が
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
公
財
）神
奈
川
県
市
町
村
振
興
協
会

美しい箱根を守ろう  第56回 美化大会
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こ
そ
、
箱
根
に
働
き
に
来
る
町
外

の
人
々
や
、
観
光
で
来
る
人
々
の

お
手
本
と
な
る
よ
う
に
、「
観
光

美
化
・
自
然
愛
護
」
と
い
う
約
束

を
「
守
る
」
で
は
な
く
「
果
た
す
」

と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。

　
約
束
を
果
た
す
の
「
果
」
と
い

う
字
は
、
果
物
の
果
だ
。
果
物
が

し
っ
か
り
、
実
る
よ
う
に
、
美
し

い
箱
根
の
自
然
環
境
の
守
り
方
を
、

決
め
ら
れ
た
方
法
で
、
決
め
ら
れ

た
通
り
に
守
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
。
僕
は
自
ら
進
ん
で
考
え
、

行
動
に
移
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
僕
は
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
箱
根

21
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
バ
ン

ド
に
は
、
箱
根
町
内
の
三
つ
の
小

学
校
の
友
達
が
集
ま
る
。
箱
根
大

名
行
列
を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ

箱
根
に
ふ
れ
て

作
文
の
部

�

函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校
　
一
年
　
軽
部
　
夏
永

が
っ
こ
う
へ
い
く
み
ち
の
、

ま
わ
り
の
は
っ
ぱ
が
き
れ
い
だ
ね
。

く
う
き
が
と
っ
て
も
き
も
ち
い
い
。

標
語
の
部

�

湯
本
小
学
校
　
一
年
　
岩
瀬
　
嘉
希

　
私
は
中
学
入
学
前
の
春
休
み
に

「
赤
毛
の
ア
ン
」
を
読
み
ま
し
た
。

主
人
公
の
ア
ン
は
喜
怒
哀
楽
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
女
の
子
で
す
。

自
ら
の
感
情
を
回
り
の
人
に
伝
え

る
力
に
は
、
私
は
驚
く
ば
か
り
で

し
た
。
ま
た
特
に
、
ア
ン
の
想
像

力
、
発
想
力
に
魅
力
を
感
じ
ま
し

た
。
頭
上
に
白
い
花
が
咲
き
乱
れ

て
い
る
並
木
道
を
「
歓
び
の
白
き

道
」
、
エ
ゾ
マ
ツ
林
は
、
「
お
化

け
の
森
」
ア
ン
は
、
想
像
力
、
発

想
力
を
活
か
し
て
、
場
所
に
名
前

を
つ
け
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が

私
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
の
四
月
私
は
箱
根
に
あ
る
函

嶺
白
百
合
学
園
に
入
学
し
ま
し
た
。

東
海
道
、
小
田
急
線
、
箱
根
登
山

線
を
乗
り
継
ぎ
小
田
原
か
ら
強
羅

の
学
校
ま
で
登
校
し
て
い
ま
す
。

始
め
の
一
週
間
は
緊
張
と
不
安
の

中
、
や
っ
と
強
羅
ま
で
辿
り
着
い

た
と
い
う
の
が
本
心
で
す
。
し
か

し
、
二
週
間
目
に
も
な
る
と
友
人

も
で
き
、
通
学
の
緊
張
感
が
少
し

ゆ
る
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
心
の

ゆ
と
り
も
で
き
、
車
内
か
ら
外
の

景
色
を
眺
め
る
と
い
う
余
裕
も
で

き
ま
し
た
。
す
る
と
、
湯
本
か
ら

一
つ
一
つ
駅
を
通
り
過
ぎ
る
度
に

景
色
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
湯
本
付
近
で
は
線

路
脇
の
草
花
が
美
し
く
、
塔
の
沢

を
過
ぎ
る
と
、
早
川
と
緑
の
調
和

を
感
じ
、
渓
谷
に
か
か
る
鉄
橋
を

渡
る
電
車
に
興
奮
し
ま
す
。
そ
し

て
急
斜
面
を
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
い

く
電
車
の
音
も
変
化
し
て
い
く
よ

う
に
聞
こ
え
る
の
で
す
。
山
を
登

れ
ば
登
る
程
、
緑
は
濃
く
な
り
、

終
点
近
く
に
な
る
と
、
緑
の
間
か

ら
光
が
差
し
込
み
、
き
ら
き
ら
と

し
た
自
然
の
緑
を
感
じ
ら
れ
る
の

で
す
。
私
は
、
こ
の
時
に
、
「
赤

毛
の
ア
ン
」
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

ア
ン
が
世
界
一
美
し
い
と
い
わ
れ

て
い
る
、
プ
リ
ン
ス
、
エ
ド
ワ
ー

ド
島
で
感
じ
た
興
奮
を
、
私
も
通

学
時
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
気
付

い
た
の
で
す
。
素
晴
ら
し
い
自
然

を
身
近
に
感
じ
、
こ
れ
か
ら
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
感
謝
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
電
車
で
通
学
し
て
い
る

と
、
度
々
、
観
光
客
や
外
国
人
の

方
が
、
「
ど
ち
ら
の
中
学
校
？
」
、

「
何
年
生
？
」
な
ど
と
、
声
を
か

け
て
下
さ
り
、
会
話
が
は
ず
む
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
、
私
は
箱
根
が
日
本
中
、
い

え
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

と
改
め
て
思
い
、
箱
根
に
通
学
し

て
い
る
誇
り
と
、
箱
根
の
良
さ
を

さ
ら
に
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い

が
涌
い
て
き
ま
す
。
そ

う
思
う
た
び
に
「
私
に

も
ア
ン
と
同
じ
よ
う
に

豊
か
な
創
造
力
や
発
想

力
が
あ
れ
ば
、
箱
根
の

魅
力
を
発
信
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
」
と
思

う
の
で
す
。
日
本
は

二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

箱
根
は
東
京
か
ら
も
近
く
、
日
本

有
数
の
観
光
地
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
多
く
の
外
国
か
ら
の
お
客

様
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
し
、
私

も
箱
根
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
私
自
身
が
箱
根
の
自
然
を

守
り
、
箱
根
を
も
っ
と
知
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
箱
根
に
つ
い

て
色
々
調
べ
て
み
る
と
、
箱
根

は
、
環
境
先
進
観
光
地
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
毎

日
通
っ
て
い
る
中
で
景
観
を
損
う

程
ゴ
ミ
が
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
校
行
事
で

箱
根
散
策
を
す
る
と
、
芦
ノ
湖
の

遊
歩
道
に
は
年
月
が
経
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
ゴ
ミ
が
、
土
を
か
ぶ

り
落
ち
て
い
ま
し
た
。
一
見
ゴ
ミ

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
環
境
と

い
う
面
で
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

土
を
か
ぶ
っ
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
は
土
に
返
る

こ
と
な
く
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

環
境
先
進
観
光
地
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
「
ゴ
ミ
を
捨
て
づ
ら
い
町
、

き
れ
い
な
町
で
あ
る
こ
と
」
「
箱

根
の
住
民
や
通
学
通
勤
し
て
い
る

人
が
誇
り
を
持
つ
こ
と
」
こ
の
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
環
境
先
進
観
光
地
と
し
て
箱

根
が
世
界
中
に
知
れ
わ
た
り
、
箱

根
の
自
然
を
心
や
体
で
実
感
し
て

も
ら
え
れ
ば
今
以
上
の
す
て
き
な

箱
根
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
、
自
慢
し
た
い
風
景
は
電

車
か
ら
眺
め
る
山
々
で
す
。
山
は

一
色
の
緑
で
な
く
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
を
帯
び
、
風
が
吹
く
と
ま
る
で
、

波
が
お
し
よ
せ
て
く
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。

　
箱
根
の
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で

自
然
を
大
切
に
し
、
自
ら
の
心
も

豊
か
に
な
る
と
私
は
箱
根
に
通
学

し
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

ん
の
観
光
行
事
で
演
奏
活
動
を
行

う
機
会
が
あ
る
の
で
、「
箱
根
を

き
れ
い
に
・
美
し
く
」
と
い
う
思

い
を
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
で
伝
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
そ
こ
で
出

会
っ
た
大
ぜ
い
の
多
様
な
国
の

人
々
か
ら
は
、
み
ん
な
の
国
の
環

境
美
化
や
、
自
然
愛
護
を
教
え
て

も
ら
い
た
い
。
そ
の
中
か
ら
、
箱

根
で
活
用
で
き
そ
う
な
ヒ
ン
ト
を

た
く
さ
ん
学
び
た
い
。
学
ん
だ
こ

と
は
マ
ー
チ
ン
グ
の
仲
間
や
学
校

の
仲
間
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に
「
住
ん
で
良
し
、
働
い

て
良
し
、
訪
れ
て
良
し
の
美
し
い

箱
根
」
を
目
指
し
て
、
一
歩
一
歩

「
観
光
美
化
・
自
然
愛
護
」
の
道

を
僕
は
み
ん
な
と
一
緒
に
歩
ん
で

い
く
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
私
の
心
も

こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
創
造
力
、
発
想
力
も
育
み
、
ア

ン
の
よ
う
に
お
気
に
入
り
の
場
所

を
見
つ
け
名
前
を
つ
け
た
い
で
す
。

　
私
は
、
箱
根
に
触
れ
て
、
ま
だ
一

カ
月
で
す
。
箱
根
の
知
識
は
初
心

者
で
す
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
学
校

に
通
い
、
箱
根
の
自
然
を
感
じ
る

こ
と
で
す
ば
ら
し
い
自
然
と
出
会

え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と

胸
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
夏
、

秋
、
冬
と
季
節
が
変
わ
り
、
私
の

目
に
映
る
箱
根
も
変
化
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
私
の
目
に
映
っ
た
箱

根
を
多
く
の
人
に
発
信
し
、
多
く

の
人
に
箱
根
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝

え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

住
ん
で
良
し
、
働
い
て
良
し
、

�

訪
れ
て
良
し
の
美
し
い
箱
根

作
文
の
部

�

仙
石
原
小
学
校
　
五
年
　
西
村
　
侑
醐

　
澄
み
き
っ
た
空
気
の
中
、
鳥
が

さ
え
ず
り
、
木
の
葉
が
そ
よ
ぐ
音

の
中
で
僕
は
目
が
覚
め
る
。
こ
う

い
う
朝
に
起
き
る
と
心
が
と
て
も

す
が
す
が
し
く
な
る
。
こ
れ
は
、

こ
の
町
「
箱
根
」
が
自
然
豊
か
で
、

美
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
箱
根
に
住
む
人
々
は
、

多
く
の
人
に
こ
う
し
た
朝
を
迎
え

た
り
、
自
然
の
恵
み
で
あ
る
天
然

温
泉
で
体
を
休
ま
せ
て
欲
し
い
と

思
い
、
箱
根
神
社
が
建
立
し
た
一

二
六
〇
年
前
か
ら
国
際
的
な
観
光

都
市
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
美
し
い
自
然
環
境

を
箱
根
に
訪
れ
る
方
々

に
も
知
っ
て
ほ
し
い
し
、

今
よ
り
も
っ
と
も
っ
と

美
し
く
整
え
な
が
ら
、

守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
考
え
を
深
め
て
、

自
然
愛
護
に
対
す
る
気

持
ち
を
強
め
て
い
っ
て

ほ
し
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

箱
根
に
住
ん
だ
り
、
働
い
た
り
す

る
方
々
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
僕
は
思
う
。
毎
朝
、
晴
れ
て
い

る
暑
い
日
も
、
雨
で
も
、
寒
い
日

で
も
、
二
人
一
組
で
国
道
一
号
線

の
ご
み
拾
い
を
継
続
的
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活

動
を
し
た
結
果
、
富
士
箱
根
伊
豆

国
立
公
園
と
発
展
し
、
国
際
的
な

観
光
都
市
に
な
っ
て
き
た
。
箱
根

に
住
む
多
く
の
人
は
、
国
際
的
な

観
光
都
市
を
支
え
る
た
め
に
、
こ

こ
で
働
い
た
り
、
僕
達
の
よ
う
に
、

学
校
で
勉
強
に
励
ん
で
い
る
か
ら

美しい箱根を守ろう  第56回 美化大会 第56回 美化大会 美しい箱根を守ろう
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住
ま
い
の
た
め
の

支
援
制
度
の
対
象
範
囲
、

補
助
額
を
拡
大
し
ま
す

　
「
若
者
世
帯
住
宅
取
得
補
助
」

お
よ
び
「
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
補
助
」
に
つ
い
て
、
利
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、
10
月
１
日
か
ら

対
象
範
囲
等
を
拡
大
し
ま
す
。

若
者
世
帯
住
宅
取
得
補
助

　
こ
れ
ま
で
の
補
助
対
象
「
住
宅

の
取
得
日
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も

40
歳
未
満
の
世
帯
（
夫
婦
（
子
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
子
を
含
む
）、

母
子
又
は
父
子
で
構
成
さ
れ
る
も

の
に
限
る
）」
に
、「
同
一
世
帯
に

小
学
生
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
（
親
子
二
世
代
で
構
成
さ
れ
る

も
の
に
限
る
）」
を
追
加
し
ま
す
。

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助

　
補
助
対
象
者
を
「
箱
根
町
空
き

家
バ
ン
ク
で
売
買
ま
た
は
賃
貸

し
た
空
き
家
を
定
住
目
的
に
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
空
き
家
の
所
有
者
、

入
居
者
ま
た
は
入
居
予
定
者
」
に

拡
大
し
、
補
助
額
を
定
額
10
万
円

か
ら
対
象
額
の
２
分
の
１
（
上
限

50
万
円
）
に
変
更
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
住
宅
、
条
件
等
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

箱
根
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
家
庭
教
育
講
座

「〝
心
の
安
ら
ぎ
〟を

�

得
ら
れ
る
ヨ
ガ
教
室
」

日　
時　
11
月
5
日
㈪
10
時
～

会　
場　
箱
根
町
立
箱
根
中
学
校

柔
剣
道
場

講　
師　
三
森　
文
枝　
先
生

内　
容　
三
森
先
生
は
、
ヒ
ー
リ

ン
グ
・
ヨ
ガ
小
田
原
の
代
表
で
あ

り
、
誰
に
で
も
無
理
な
く
で
き
る

ヨ
ガ
を
年
齢
層
幅
広
く
多
様
に
対

応
で
き
る
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

照
会
先　
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

10
月
11
日
㈭
～
20
日
㈯

「
み
ん
な
で　
つ
く
ろ
う

�

　
安
心
の
街
」

　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
に
合
わ

せ
、
神
奈
川
県
下
で
一
斉
に
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す

る
期
間
で
す
。

○
詐
欺
に
気
を
付
け
よ
う

　

小
田
原
警
察
署
管
内
で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取

る
詐
欺
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
手
口
と
し
て
は
、
警
察
官
や
金

照
会
先　
企
画
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
０

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

更
新
講
習
会・県
内
統
一
試
験

　
下
水
道
排
水
設
備
責
任
技
術
者

の
資
格
を
更
新
す
る
た
め
の
更
新

講
習
会
お
よ
び
資
格
を
新
た
に
取

得
す
る
た
め
の
県
内
統
一
試
験
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

〈
更
新
講
習
会
〉

日　
程　
①
平
成
31
年
1
月
11
日

㈮
・
15
日
㈫
・
16
日
㈬

②
平
成
31
年
1
月
22
日
㈫
・
23
日

㈬
の
う
ち
い
ず
れ
か
希
望
す
る
日

場　
所　
①
カ
ル
ッ
ツ
か
わ
さ
き

（
川
崎
市
川
崎
区
富
士
見
1
―
1

―
4
）

②
サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
き
（
川
崎

市
川
崎
区
富
士
見
2
―
5
―
2
）

手
数
料　
５
，
２
０
０
円

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈮
ま
で
に

指
定
の
場
所
へ
郵
送
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

＊
更
新
講
習
対
象
者
に
は
10
月
中

旬
頃
に
案
内
お
よ
び
申
込
書
等
が

直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
。

〈
責
任
技
術
者
試
験
〉

日　
程　
平
成
31
年
2
月
7
日
㈭

場　
所　
川
崎
市
教
育
文
化
会
館

（
川
崎
市
川
崎
区
富
士
見
2
―
1

―
3
）

手
数
料　
５
，
２
０
０
円

申
込
書
の
配
布　
10
月
9
日
㈫
～

11
月
16
日
㈮

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈮
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
指
定
の
場
所
へ
郵

送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
７

公
共
下
水
道
へ
の

�

接
続
の
お
願
い

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区

域
（
宮
城
野
・
強
羅
・
二
ノ
平
・

小
涌
谷
・
仙
石
原
・
箱
根
・
元
箱

根
の
各
一
部
）
に
住
ん
で
い
て
、

公
共
下
水
道
に
未
接
続
の
場
合
は
、

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
下
水
道
へ
の
切
替
工
事
は
、
必

ず
町
の
指
定
工
事
店
へ
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
工
事
が
始
ま
る
前
に
申

請
書
を
提
出
し
、
町
の
確
認
を
得

て
か
ら
工
事
を
開
始
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

工
事
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、

補
助
金
や
貸
付
金
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区

域
や
、
町
の
指
定
工
事
店
、
補
助

金
や
貸
付
金
の
制
度
利
用
に
つ
い

て
知
り
た
い
場
合
な
ど
、
疑
問
や

不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
上
下
水
道
温
泉
課

�

☎
８
５
―
９
５
６
７

10
月
15
日
㈪
～
21
日
㈰
は

�

行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と

し
て
、
行
政
相
談
委
員
が
中
心
と

な
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

（
申
込
不
要
）

日　
時　
10
月
17
日
㈬
13
時
30
分

～
15
時
30
分

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容　
国
の
行
政
機
関
の
業
務
、

公
団
や
公
庫
な
ど
の
特
殊
法
人
、

独
立
行
政
法
人
、
国
の
補
助
に
係

る
業
務
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
国

か
ら
法
定
受
託
し
て
い
る
業
務
な

ど
に
関
す
る
相
談

相
談
員　
行
政
相
談
委
員
（
曽
我

眞
、
村
上
ち
ず
子
）

※
行
政
相
談
委
員
は
、総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、皆
さ
ん
の
相

談
相
手
と
し
て
、国
の
行
政
機
関

な
ど
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
の
相

談
に
応
じ
、相
談
者
に
必
要
な
助

言
や
関
係
機
関
へ
苦
情
を
通
知
す

る
な
ど
、問
題
の
解
決
を
促
し
ま
す
。

照
会
先

□
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

□�

総
務
省
神
奈
川
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課

�

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」を
開
設
し
ま
す
！

　
法
務
局
で
は
、
相
続
登
記
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
手
続

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機

会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

相
続
登
記
以
外
の
土
地
、
建
物
、

会
社
の
登
記
、
供
託
、
戸
籍
、
国

籍
、
人
権
問
題
、
遺
言
に
関
す
る

こ
と
な
ど
も
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日　
時　
10
月
７
日
㈰
10
時
〜
16

時場　
所　
横
浜
第
２
合
同
庁
舎
１

階
会
議
室
（
横
浜
市
中
区
北
仲
通

５
―
57
）

申　
込　
電
話
に
よ
る
事
前
予
約

照
会
先　
横
浜
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
４
５
―
６
４
１
―
７
４
６
１

融
機
関
の
職
員
を
装
い
、「
あ
な

た
の
口
座
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
交
換
し
ま

す
の
で
、
今
の
カ
ー
ド
と
暗
証
番

号
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。」な
ど
と

言
い
、
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

　
他
人
に
カ
ー
ド
を
渡
す
こ
と
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
警
察
や
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

○
置
引
き
に
気
を
付
け
よ
う

　
荷
物
は
、
い
つ
も
目
の
届
く
範

囲
に
置
き
、
で
き
る
だ
け
手
を
添

え
て
い
ま
し
ょ
う
。

○
車
上
ね
ら
い
に
気
を
付
け
よ
う

　
少
し
の
間
で
も
、
車
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
施
錠
を
し
、
鞄
や
貴

重
品
を
車
内
に
置
い
た
ま
ま
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

照
会
先　
総
務
防
災
課（
町
民
係
）

�

☎
８
５
―
７
１
６
０

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
の
ご
案
内

～
事
業
主
の
方
へ　
国
の
退
職
金

制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？
～

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業

主
が
、
従
業
員
の
退
職
金
を
計
画

　
家
庭
教
育
は
、
す
べ
て
の
教
育

の
出
発
点
で
あ
り
、
子
ど
も
が
基

本
的
な
生
活
習
慣
・
生
活
能
力
、

豊
か
な
情
操
、
思
い
や
り
や
善
悪

の
判
断
な
ど
の
基
本
的
倫
理
観
、

自
立
心
や
自
制
心
、
社
会
的
な
マ

ナ
ー
な
ど
を
身
に
付
け
る
上
で
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　
近
年
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
や
、
身
近
な
人
か
ら
子
育

て
を
学
ん
だ
り
、
助
け
合
っ
た
り

す
る
機
会
の
減
少
な
ど
、
子
育
て

や
家
庭
教
育
を
支
え
る
地
域
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域
社
会

や
学
校
、
行
政
、
企
業
等
は
力
を

合
わ
せ
て
、
子
育
て
家
庭
の
「
支

え
」
と
な
り
、
応
援
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」（
仙
石
原
幼
児
学
園
内
）や

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」（
湯
本
幼
児
学

園
内
、
宮
城
野
保
育
園
内
）を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
未
就

園
児
の
保
護
者
同
士
の
交
流
や
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
育
児
相
談
を
行
え

る
の
で
、
子
育
て
の
悩
み
を
軽
減

的
に
準
備
で
き
る
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。

〈
制
度
の
し
く
み
〉

◎�
事
業
主
が
中
退
共
本
部
と
退
職

金
共
済
契
約
を
結
び
、
毎
月
の

掛
金
は
事
業
主
が
指
定
し
た
預

金
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

従
業
員
が
退
職
し
た
と
き
は
、

そ
の
従
業
員
の
請
求
に
基
づ
き
、

中
退
共
本
部
か
ら
退
職
者
へ
直

接
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

〈
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
〉

○�

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
。

（
一
部
対
象
外
あ
り
）

○�

掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数

料
不
要
で
す
。

○�

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業

員
も
加
入
で
き
ま
す
。

○�

外
部
積
立
で
管
理
が
簡
単
で
す
。

○�

従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退

職
金
資
産
額
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○�

他
の
退
職
金
・
企
業
年
金
制
度

等
と
の
資
産
移
換
も
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
中
退
共
」
と
検
索
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部

☎
０
３
―
６
９
０
７
―
１
２
３
４

コ
ラ
ム「
家
庭
教
育
を
考
え
る
」

～
地
域
で
さ
さ
え
る・地
域
へ
つ
な
ぐ
～

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
新

た
に
、
子
育
て
が
楽
し
く
な
る
ヒ

ン
ト
と
な
る「
怒
鳴
ら
な
い
子
育

て
講
座
」を
開
設
し
ま
し
た
。
子

育
て
へ
の
自
信
の
獲
得
や
、
お
子

さ
ん
の
社
会
ス
キ
ル
の
習
得
に
役

立
つ
と
思
い
ま
す
。（
照
会
先　
子

育
て
支
援
課
☎
８
５
―
９
５
９
５
）

「
箱
根
町
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
」

（
役
場
隣　
湯
本
２
６
６
）
で
は
、

乳
幼
児
か
ら
18
歳
ま
で
の
保
護
者

の
教
育
相
談
を
随
時
受
付
け
て
い

ま
す
。
子
育
て
や
家
庭
教
育
に
不

安
や
悩
み
を
持
た
れ
て
い
る
方
は
、

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
地
域
で
「
箱
根
町
子

ど
も
ほ
っ
と
相
談
室
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
日
程
や
場
所
は
、
広

報
の
「
催
し
・
案
内
」
の
ペ
ー
ジ

（
Ｐ
19
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
方
や
地
域
の
方
と
一

緒
に
、
子
ど
も
の
支
援
・
子
ど
も

の
教
育
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

照
会
先　
箱
根
町
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー�

☎
８
５
―
７
７
７
６
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広報はこね　2018.October

広報はこね　2018.October

お
う
ち
で
楽
し
む
森
林
浴

箱
根
芦
ノ
湖
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
通
信（
そ
の
８
）

危険ブロック塀等撤去改修費補助制度の創設
　地震発生時、ブロック塀等の倒壊は人身への被害はもちろん、散乱した破片が道路をふさぐことで、避難や
救助活動に支障をきたす恐れがあります。
　町では、災害時の被害を最小限に抑えるという減災対策として、道路等に面し、倒壊の恐れのある危険ブ
ロック塀等の撤去や撤去に引き続き安全な工作物等を設置する費用の一部を補助する制度を創設しました。
　町民はもとより、観光される方の生命を確保するため、本制度の趣旨をご理解いただき、災害に強いまちづ
くりにご協力をお願いします。
申請方法　�「箱根町ブロック塀等撤去改修費補助金交付申請書」に必要書類を添えて都市整備課へ持参してく

ださい。申請書は都市整備課で配付しています。
補 助 額　

区　分 補助金の額 上　限

撤
　
去

ブロック塀等
（通学路沿い）

撤去に要する費用（消費税及び地方消費税を除く。）と撤去するブロッ
ク塀等の延長に １メートル当たり10,000円を乗じて得た額を比較し
て、いずれか少ない額の10分の9に相当する額

20万円

ブロック塀等
（通学路沿いを除く）

撤去に要する費用（消費税及び地方消費税を除く。）と撤去するブロッ
ク塀等の延長に １メートル当たり10,000円を乗じて得た額を比較し
て、いずれか少ない額の2分の1に相当する額

10万円

改
　
修

安全な工作物等
（通学路沿い）

改修に要する費用（消費税及び地方消費税を除く。）と設置する安全な
工作物等の延長に １メートル当たり20,000円を乗じて得た額を比較し
て、いずれか少ない額の10分の9に相当する額

40万円

安全な工作物等
（通学路沿いを除く）

改修に要する費用（消費税及び地方消費税を除く。）と設置する安全な
工作物等の延長に １メートル当たり20,000円を乗じて得た額を比較し
て、いずれか少ない額の2分の1に相当する額

20万円

その他、補助に際して要件がありますので、詳しくはお問い合わせください。�照会先　都市整備課☎８５－９５６６

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
虐
待

は
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
障

が
い
に
対
す
る
理
解
不
足
、
家
族

の
介
護
疲
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
ま
た

地
域
全
体
で
見
守
り
、
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
は
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、
万
が
一
の
虐
待
か
ら
も

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が

�

虐
待
に
な
り
ま
す

　
虐
待
は
大
き
く
５
つ
に
分
か
れ
、

い
く
つ
か
の
虐
待
が
重
ね
て
行
わ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　
暴
力
を
ふ
る
い
体
に
傷
や
痛
み

を
負
わ
せ
る
こ
と
、
身
動
き
が
と

れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
。

（
例
）
た
た
く
、
蹴
る
、
縛
り
付

け
る
、
無
理
や
り
食
事
を
口
に
入

れ
る

◇
心
理
的
虐
待

　
侮
辱
や
拒
絶
の
言
葉
・
態
度
で
、

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

（
例
）
怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、

子
ど
も
扱
い
す
る
、
意
図
的
に
無

視
す
る
、
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る

◇
性
的
虐
待

　
無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意
と
見

せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し

た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

（
例
）
人
前
で
お
む
つ
を
交
換
す

る
、
下
着
の
ま
ま
放
置
す
る
、
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
（
さ
せ
る
）

◇
経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年

金
、
賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。
ま

た
、
理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い

こ
と
。

（
例
）
不
動
産
や
年
金
、
預
金
を

勝
手
に
使
う
、
必
要
な
金
銭
を
渡

さ
な
い

◇
ネ
グ
レ
ク
ト
（
介
護
や
世
話
の

放
棄
）

　
食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ

物
な
ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん

ど
せ
ず
、
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ

と
。

（
例
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴

さ
せ
な
い
、
受
診
さ
せ
な
い

虐
待
の
原
因
の
一
つ
は

�

介
護
疲
れ
で
す

　
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
は
、
虐

待
の
主
な
原
因
の
一
つ
で
す
。

　
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
「
自
分
（
た
ち
）
で

や
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
家
族
だ
け

で
全
て
を
抱
え
こ
も
う
と
す
る
場

合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護

者
の
負
担
が
限
界
に
達
し
た
と
き
、

虐
待
と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
短
期
入
所
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
で
介
護
者
の
負
担
を
減
ら

し
、
冷
静
に
な
れ
る
時
間
や
休
息

で
き
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

「
高
齢
者
虐
待

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で

�

虐
待
防
止
へ

　

町
で
は
「
高
齢
者
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
け
、
各
関

係
機
関
の
連
携
を
強
化
し
、
高
齢

者
虐
待
防
止
の
支
援
方
法
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
保
健
福
祉
事
務
所
、

医
療
機
関
、
警
察
署
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
町
な
ど
の
機
関
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
を
上
手
に

�

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
虐
待
を
し
て
い
る
本
人
に
は
、

虐
待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が

な
い
場
合
が
多
い
で
す
。

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
側
も
、
介
護

し
て
く
れ
て
い
る
家
族
を
か
ば
う

こ
と
、
ま
た
、
虐
待
さ
れ
て
い
る

事
実
を
周
囲
に
知
ら
れ
た
く
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
は
、
悩
み

や
心
配
ご
と
を
一
人
で
抱
え
こ
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。
専
門
機
関
や

相
談
窓
口
を
上
手
に
活
用
し
な
が

ら
、
介
護
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。周

囲
の
気
付
き
と
通
報
が

�

み
ん
な
を
救
い
ま
す

　
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
早

期
発
見
が
重
要
で
す
。

　
守
秘
義
務
に
よ
り
、
通
報
者
名

と
そ
の
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

虐
待
を
発
見
し
た
と
き
や
、
虐
待

か
も
と
い
う
疑
い
を
持
っ
た
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
に

関
す
る
相
談
／
虐
待
の
通
報
先

　
福
祉
課�

☎
８
５
―
７
７
９
０

◆
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相
談

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
５
―
３
０
０
２

早
期
発
見
と
見
守
り
・
支
援
で

高
齢
者
と

障
が
い
者
を

虐
待
か
ら
守
る

　
忙
し
い
毎
日
に
追
わ
れ
て
い
る

と
、
な
ん
だ
か
疲
れ
て
し
ま
っ
て

少
し
立
ち
止
ま
り
た
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
五
感

を
通
じ
て
自
然
を
味
わ
い
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
く
れ
る
森
林
浴

が
お
す
す
め
で
す
。
し
か
し
、
い

つ
で
も
森
に
出
か
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
お
う
ち
で
で
き

る
プ
チ
森
林
浴
体
験
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

香
り
を
楽
し
む
森
林
浴

　
森
で
感
じ
ら
れ
る
木
々
の
香
り

に
は
「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
」
と
い

う
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
森

の
中
が
さ
わ
や
か
な
感
じ
が
す
る

の
は
こ
の
香
り
の
成
分
の
た
め
で
、

森
林
浴
の
効
果
で
あ
る
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
感
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
感
を
も
た

ら
す
と
い
わ
れ
、
そ
の
他
、
消
臭
・

脱
臭
効
果
や
抗
菌
・
防
虫
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
」
に

よ
る
森
林
浴
効
果
は
、
植
物
の
精

油
を
使
っ
た
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と

し
て
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
す
す
め
の
香

り
は
ウ
ッ
ド
系
の
「
ジ
ュ
ニ
パ
ー

ベ
リ
ー
」
、｢

サ
イ
プ
レ
ス｣

で
す
。

　
専
門
用
語
が
並
ん
で
し
ま
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
「
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
」
の
主
成
分
の
う
ち
「
α

―
ピ
ネ
ン
」
と
い
う
成
分
を
含

む
精
油
で
す
。「
ジ
ュ
ニ
パ
ー
ベ

リ
ー
」
は
き
り
り
と
し
た
シ
ャ
ー

プ
な
香
り
で
す
。
ヒ
ノ
キ
科
の
樹

木
で
、
精
油
は
こ
の
果
実
か
ら
蒸

留
し
て
抽
出
さ
れ
ま
す
。「
サ
イ

プ
レ
ス
」
は
、
和
名
で
は
「
イ
ト

ス
ギ
」
と
呼
ば
れ
、
針
葉
樹
の
森

の
よ
う
な
冴
え
わ
た
る
香
り
で
す
。

ヒ
ノ
キ
科
の
樹
木
で
、
精
油
は
こ

の
枝
葉
と
果
実
か
ら
蒸
留
し
て
抽

出
さ
れ
ま
す
。

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
に
精
油

を
１
～
２
滴
た
ら
し
、
香
ら
せ
た

い
場
所
に
置
く
だ
け
で
手
軽
に
楽

し
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
早
速

取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

執
筆
者　
松
田
あ
き
な

Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
新
聞
記
者
、

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

照
会
先　
森
の
ふ
れ
あ
い
館

�

☎
８
３
―
６
０
０
６

小
田
原
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
10
月
は
年
次
有
給
休
暇
取
得
促

進
期
間
で
す
〜

　
年
次
有
給
休
暇
は
、
労
働
基
準

法
で
定
め
ら
れ
た
労
働
者
に
与
え

ら
れ
た
権
利
で
す
。
６
ヵ
月
間
継

続
勤
務
し
、
全
労
働
日
の
８
割
以

上
を
出
勤
し
て
い
る
方
に
付
与
さ

れ
、
勤
務
先
に
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
勤
続
年
数
、
週
所
定
労
働
日
数

等
に
応
じ
て
年
次
有
給
休
暇
の
付

与
日
数
は
異
な
り
ま
す
）

　
労
働
条
件
に
疑
問
が
あ
る
等
お

困
り
の
際
に
は
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

照
会
先

○�

小
田
原
労
働
基
準
監
督
署
「
労

働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
」

☎
０
４
６
５
―
２
２
―
７
１
５
１

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）
※
土

日
祝
・
年
末
年
始
を
除
く

○
労
働
条
件
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
―
８
１
１
―
６
１
０

（
月
～
金
：
17
時
～
22
時
、
土
・

日
：
９
時
～
21
時
）
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広報はこね　2018.Octoberhttp://www.hakone-geopark.jp/箱根ジオパーク

箱根土曜塾からのお知らせ　№ ２

猫犬
捨 や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎85－9565)に相談を。

第
２
回
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

「
箱
根
火
山
の
岩
石
標
本
を

つ
く
ろ
う
！
」参
加
者
募
集
！

　
真
鶴
半
島
を
産
地
と
す
る
本
小

松
石
を
は
じ
め
箱
根
火
山
か
ら
噴

出
し
た
石
、
石
碑
や
江
戸
城
の
石

垣
に
も
使
用
さ
れ
た
石
な
ど
学
芸

員
の
解
説
と
と
も
に
本
物
の
岩
石

を
用
い
て
岩
石
標
本
を
作
成
し
ま

す
。「石

」
か
ら
生
ま
れ
る
地
球
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
営
み
と
私
た
ち

の
歴
史
や
文
化
に
も
関
わ
り
の
深

い
ス
ト
ー
リ
ー
を
学
芸
員
と
一
緒

に
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
！

日　
時　
10
月
21
日
㈰
10
時
～
14

時
（
受
付
開
始
9
時
45
分
）

場　
所　
県
立
生
命
の
星
・
地
球

博
物
館
（
小
田
原
市
入
生
田
４
９

９
）

定　
員　
20
名

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
電
話
か

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
事
務
局

�

☎
８
５
―
９
５
６
０

hakojiro@
tow
n.hakone.

kanagaw
a.jp

郷
土
資
料
館
秋
の
企
画
展

「
戊
辰
箱
根
戦
争
―

�
小
田
原
藩
×
遊
撃
隊
」

　
今
か
ら
１
５
０
年
前
の
１
８
６

８
年
に
勃
発
し
た
戊
辰
戦
争
に
お

い
て
、
箱
根
が
戦
場
と
な
っ
た
こ

と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
幕
府
軍
か
ら
脱
走
し
て
挙
兵
し

た
遊
撃
隊
は
、
小
田
原
藩
な
ど
の

協
力
を
得
る
た
め
に
こ
の
地
を
訪

れ
ま
す
。
一
方
、
勤
王
・
佐
幕
の

両
論
に
揺
れ
動
い
た
小
田
原
藩
で

す
が
、
最
終
的
に
両
者
は
５
月
26

日
、
町
内
の
山
崎
付
近
で
激
し
い

戦
闘
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ
の

戦
い
の
前
に
は
、
箱
根
関
所
で
両

者
が
衝
突
し
た
ほ
か
、
湯
本
も
戦

火
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
箱
根
の

地
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

　
明
治
１
５
０
年
に
あ
た
る
本
年
、

県
内
で
も
戊
辰
戦
争
唯
一
の
戦
闘

と
な
っ
た
箱
根
戦
争
に
つ
い
て
、

関
連
資
料
を
展
示
し
て
紹
介
し
ま

す
。

開
催
期
間　
10
月
13
日
㈯
～
11
月

25
日
㈰

照
会
先　
箱
根
町
立
郷
土
資
料
館

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

　箱根ジオパーク推進協議会が 9月16日に神
奈川県立生命の星・地球博物館でシンポジウム「箱根
火山とともに生きる」を開催したよ！
講演では、神奈川県温泉地学研究所の萬年主任研究員
が「箱根火山2015年噴火で分かったこと」についてお

話してくれたよ。神奈川県は1960年以降、箱根火山の研究監視をして
きたんだって。地震がほとんどおきない時期もあったけど、2001年に「噴火未遂」をしたんだって。これを契
機に研究が進み、防災対策も充実したので、2015年の噴火の時には噴火前に大涌谷が閉鎖されるなどして、人
的被害を 0にすることが出来たんだって。
　そして、秋田大学の林教授と子どもたちとの「キッチン火山実験」！コーラの中にメントスを入れたら、す
ごい勢いでコーラの泡が吹き出たよ！これは火山の噴火と同じ現象で、マグマにもガスが溶け込んでいて、圧
力が下がると急激に泡が発生して飛び出すんだって！おいらもビックリしたよ～
　今回のシンポジウムの中で、林教授の「火山が噴火するのは当たり前
で、それ以上の恩恵を受けている」という言葉が印象に残ったよ。
箱根も火山だからこそ豊かな
湧水をたくわえ、温泉をもた
らし、見事な景観を造りだし
たんだね！
　おいらも火山についていろ
いろ教えてもらって、楽しい
時間を過ごせたよ！

～「箱根土曜塾」の教材について～

　町では、各小学校区で幼稚園・保育園・幼児学園の園児と小学校の児童が定期的に交流しています。
　 ９月１１日、宮城野保育園と仙石原幼児学園の年長児が、箱根の森小学校を訪問し、同校の ５年生と運動会で一緒に
行なう種目「いっしょにぐるぐる（台風の目）」を練習しました。
　子ども達は、とても楽しんでいる様子で、 ５年生からは「元気な園児と触れ合えて楽しかった。」「運動会当日も
楽しみに来てほしい。」「初対面だったけど、楽しく会話ができて良かった。」「入学式で手をつなぐのが楽しみになっ
た。」などの声が聞かれました。
　また、その日、園児は １年生とも交流し、鬼ごっこ・金魚にがし遊び・じゃんけんジェンカを一緒に行いました。
　 １年生は、園児に遊びの説明をしたり、やり方を見せたりして、お兄さん・お姉さんらしさが見られました。
　こうした交流を積み重ねていくことで、園児は、小学校入学への安心感と期待感を高めることができ、学校生活に
なじめない状態が続く「小 １プロブレム」の未然防止につながります。そして、小学校児童は、自分が誰かの役に
立っていると感じる「自己有用感」が高まり、自分の行動などに自信を持ったり、他者との関わりを充実させたりす
ることにつながります。

　箱根土曜塾は、受講生の学力に応じて 5つのグループ（ 5～ 6名）に分かれ、
各グループの講師が、受講生に合せたプログラムにより、授業を行っています。

　授業では、オリジナルのテキストを使用し、演習を繰り返し行い、講師が丁寧
に解説していきます。
　演習で解いた問題の答えを、受講生に積極的に発表してもらうことで、理解の
定着を深めていきます。

　オリジナルテキストに加えて、 1人 1台のタブレットで、学習ソフトを使用し、予習・復習も行っています。学
習ソフトは、受講生が分かりやすく学習できるよう、演出や出題形式が工夫されています。
　演出効果の 1つに、問題を解き、正解すると、はこジ郎が正解を教えてくれます！
　この他、希望校への合格率をより高めるため、今年度から、英単語テスト・計算演習を行っています。

園児と児童が交流している様子

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』
園・小 交 流 編

知ってる？箱根
ジオパーク！

シンポジウム「箱根火山とともに生きる」
を開催しました！

運動会の練習をする園児と ５年生 じゃんけんジェンカで交流する園児と １年生

オリジナル
テキスト

学習ソフト

「ココアとコンデンスミルクでカルデラ実験」カルデラはできるかな？
「メントスとコーラの噴火実験」
５ ｍくらい吹き飛んだよ！
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　学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育相談センター☎85−7776へ！

社会教育センター図書室から
《公民館図書室の本はインターネット予約ができます》

クイズ
　正解者の中から抽選で 3人の方に図書カード
をプレゼントします。
【問題】コラム「○○○○を考える」、すべて
の教育の出発点であり、大変重要な役割をもつ
○○○○。この○○○○に不安や悩みを持たれ
ている方は教育相談センターへ気軽に相談して
ください。
　この○○○○に入る漢字４文字を答えてくだ
さい。
応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、

電話番号を明記し、応募してください。
※町内在住の方のみ、 1人 1通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　10月10日㈫　当日消印・着信有効
応募先　〒250−0398　箱根町企画課

９ 月号の解答　「健民」
当選者　松浦　秀夫さん（宮城野）
　　　　飯田美惠子さん（湯　本）
　　　　渡辺ひろ子さん（仙石原）
★当選おめでとうございます。

赤ちゃん誕生（誕生証書 8月発行分）
勝
かつ

俣
また

絢
あや

斗
と

ちゃん	 7 /24	 健太郎さん� 仙石原
ラマ　アユミちゃん	8  / 9 	 ラマ スリヤ ラルさん�仙石原
田
た

中
なか

悠
ゆう

馬
ま

ちゃん	8  /27	 篤 史 さん� 湯　本

おくやみ（8 /19〜 9 /18受付分）
小
こ

林
ばやし

正
まさ

純
ずみ

さん	8  /17	88 歳� 宮 城 野
池
いけ

田
だ

キヨさん	8  /28	 97歳� 宮 城 野
越
お

阪
さか

部
べ

辰
たつ

夫
お

さん	8  /28	 90歳� 元 箱 根
酒
さか

井
い

金
きん

吾
ご

さん	 9 / 9 	 78歳� 畑 宿
原
はら

田
だ

シヅカさん	 9 /10	86 歳� 湯 本
江
え

島
じま

光
みつ

雄
お

さん	 9 /10	8 9歳� 箱 根
山
やま

木
き

春
はる

美
み

さん	 9 /11	82 歳� 箱 根
鈴
すず

木
き

トモ子
こ

さん	 9 /13	8 0歳� 箱 根

いま！ 箱根関所がおもしろい
「箱根芦ノ湖 “夢” 劇場 第二幕」開演
　箱根関所では、10月 １ 日から「箱根
芦ノ湖“夢”劇場 第二幕」を開演し
ています。江戸時代を体感できる箱根
関所で繰り広げられる主なイベントを
紹介します。ぜひお越しください。
※この他にも「箱根芦ノ湖“夢”劇
場」では、芦ノ湖を囲む、恩賜箱根公
園、森のふれあい館、箱根駅伝ミュー
ジアムでも楽しいイベントを用意して
います。詳細は、各施設に問い合わせ
てください。

照会先
　箱根関所� ☎８3－6635
　恩賜箱根公園� ☎８3－7484
　森のふれあい館� ☎８3－6006
　箱根駅伝ミュージアム� ☎８3－6311

【箱根関所ステージ】
企画展
「ブラタモリ 
箱根パネル展」

11月30日まで
上記期間中の開館時間内に箱根関所資料館内で開催
ＮＨＫ番組「ブラタモリ」箱根関所の放送をもとにした
パネル展を開催しています。

時代演目上演

10月14日・21日、11月11日
いずれも日曜日、10時～15時までの間で 8回程度（ 1回
の上演時間、およそ15分）
江戸時代の関所改めを、劇団「湯たんぽ」が面白おかし
く、わかりやすく演じます。

建物特別公開
10月 6 日・27日、11月10日・24日
いずれも土曜日、 9時30分～16時30分
通常は入ることのできない、大番所建物内をご覧ください。

獄屋噺
10月 3 日・10日・17日・24日・31日
いずれも水曜日、14時、14時30分の 2回（ 1回の上演時
間、およそ15分）
「獄屋」の中で、本当にあった関所破りのお話をいたします。

箱根関所
ガイドツアー

10月13日・20日、11月17日
いずれも土曜日、13時から（ 1 時間程度）、先着20名
一歩踏み込んだ関所の歴史や魅力について、ご案内いた
します。

移動図書館きつつき号巡回予定表
場　所 日　時

１
コ
ー
ス

箱根幼稚園

10/10㈬・24㈬

９：２０～ ９：４０
畑宿寄木会館 １０：００～１０：１５

湯本茶屋（静観荘駐車場） １０：３０～１０：４５
山崎集会所 １１：００～１１：１５

２
コ
ー
ス

箱根の森小学校

10/11㈭・25㈭

10：２０～10：40
大平台姫之湯 １３：５０～１４：０５
宮ノ下駐車場 １４：２０～１４：３５

強羅向山公園駐車場 １４：４５～１５：００
宮城野保育園 １５：１０～１５：４０

３
コ
ー
ス

役場本庁駐車場

10/12㈮・26㈮

１２：３５～１２：５０
湯本小学校 １３：００～１３：３０
湯本幼児学園 １３：５０～１４：２０
町社会福祉協議会 １４：25～１４：40

さがみ信用金庫湯本支店前 １４：５０～１５：０５

４
コ
ー
ス

さくら館 10/ 3 ㈬・17㈬・31㈬ １０：４５～１１：００
宮城野公民館 １１：１０～１１：２５

箱根中学校 10/ 3 ㈬ 12：50～１３：05
10/17㈬・31㈬ 13：05～１３：20

元箱根集会所 10/ 3 ㈬・17㈬・31㈬ １３：４５～１４：００
箱根集会所 １４：１０～１４：２５

５
コ
ー
ス

仙石原小学校

10/ 5 ㈮・19㈮

１３：００～１３：３０
アレンジメントケア箱根仙石原 １３：４０～１３：５５

仙石原幼児学園 １４：１０～１４：４０
仙石原文化センター １４：５５～１５：１０

※巡回予定は変更になる場合があります。
照会先　社会教育センター　☎８２−２６９４

　社会教育センター図書室のホームページでは、イン
ターネットで蔵書の検索ができます。
　また、利用カードをお持ちの方は「パスワード新規
／再登録」メニューからメールアドレスとパスワード
を登録していただくと、社会教育センターで所蔵して
いる本の予約（ １人10件まで）ができますので、ぜひ
利用してください。予約本の受取場所として、移動図
書館を指定すると巡回場所で借りることも可能です。
さらに、新しく入った本をメール
でご案内することもできます。ロ
グイン後に「新着メール登録」画
面から、ご希望のジャンルを登録
してください。
　スマートフォン・携帯電話から
もご利用いただけます。
図書室ホームページ
http//www.library-hakone-kanagawa.jp

照会先　社会教育センター　☎８２−２６９４

日 月 火 水 木 金 土
1 ２ ３ ４ ５ ６

休館日
おとな

水中運動教室
出張体操教室

おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

７ ８ ９ 10 11 12 13

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水泳教室
こども・幼児
水泳教室A

14 15 16 17 18 19 20

こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室
出張体操教室

おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

21 22 23 24 25 26 27

こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水泳教室
こども・幼児
水泳教室A

28 29 30 31 11/ 1 ２ ３

こども・幼児
水泳教室B 休館日 こども・幼児

水泳教室A
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〉
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【さくら館温水プール水泳教室】
〈おとな水中 運動教室／おとな水泳教室〉
実施時間　14時～15時／18時30分～19時30分
対　象　　大人（中学生以上）
受講料　　 1回券700円、フリーパス2,000円、10回券7,000円
〈こども・幼児水泳教室〉
実施時間　Aこども：10時～11時、幼児：13時～14時
　　　　　Bこども：13時～14時、幼児：10時～11時
対　象　こども：小学生、幼児：3歳～未就学児（要オムツ離れ）
受講料　 1回券400円、フリーパス1,000円、10回券4,000円
◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人300円、中学生以下100円
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法�　開始時間の10分前までにプール受付に集合してく

ださい。
※受講者多数により参加できない場合があります。
その他　プールの利用時間は 9時～20時です。
　　　（入館は19時30分まで）
照会先　さくら館☎85−0800

【出張体操教室】
①10/2 　さくら館機能訓練室
　　　 　10時～11時30分
　　　 　仙石原文化センター和室
　　　 　1４時～1５時30分
②10/16　社会教育センター軽スポーツ室
　　　 　10時～11時30分
　　　 　郷土資料館学習室
　　　 　1４時～1５時30分
対　象　１６歳以上
内　容　ヘルシー体操（軽運動とストレッチを合わせ

た体に優しい体操です）
持ち物　運動のできる服装、タオル、水筒、会場が社

会教育センター・さくら館の場合は室内運動
靴、郷土資料館の場合は屋外運動靴

参加方法　参加費は無料です。会場にて講師に直接声
をかけてください。

照会先　教育委員会生涯学習課☎８５−７６０１

お待ちしていま〜す。
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旬を知っておいしく食べよう♪

栄養満点 !　旬レシピ
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住民の方は窓口で申し出れば、町立観光施設・郷土資料館の入館料が無料になります。 夜間診療ができる病院などについては、消防署（☎ 82−4511）に問い合わせてください。

　いちじく（無花果）は、花軸が肥大した
もので、実の中にある赤いところが花です。この花の
部分によって、独特な食感を生み出しています。
　旬は、 ８月頃～11月頃までで、そのままデザートと
して食べる他、サラダやジャム・乾燥いちじく等加工
したものもあります。
　栄養価は主に糖類で、食物繊維やカルシウムにも富
んでいます。
　選び方のポイントは、ふっくらと丸く果皮に張りと
弾力があり、ヘタまで色づいていて香りのよいものを
選びましょう。
照会先　さくら館☎８５―０８００

●材料（ ４人分）
いちじく　　　　　　 2個
プレーンヨーグルト　400ｇ
メープルシロップ　　大さじ ２

●作り方
①　�いちじくは、 ６等分のくし切りにし、皮をむく。
②　�器にヨーグルトを均等に分け入れて、いちじくを

３つずつ盛り付けて、メープルシロップをかける

今月の‘旬’
いちじく、ブロッコリー、さつまいも、さといも、は
くさい、しいたけ、かき、米（新米）、わかさぎなど 電

気
自
動
車
は
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
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課
へ
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７
７
５
０
）

休日急患（医科）
　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
（☎82−4511）に確認してください。
診療時間　 9時30分～17時
当番日 当番医 所　在 電話番号
10／ 7 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84－9111

10／14 土屋医院 湯　本 85－5034

10／21 元箱根木村医院 元箱根 ８5－1117

10／28 箱根リハビリテーション病院 仙石原 84－9111
※受診の際にはお薬手帳をご持参ください。

普通救命講習

身体障がい者の
補装具相談会

歩く会
富士山と金時山コース

［10㎞］
【健脚コース】

税
金
・
保
険
料
の
納
期

10月1日㈪納期限
○固定資産税� （第 ３期）
☆国民健康保険料� （第 ４期）
☆介護保険料� （第 ４期）
☆後期高齢者医療保険料� （第 ３期）

○町県民税� （第 ３期）
☆国民健康保険料� （第 ５期）
☆介護保険料� （第 ５期）
☆後期高齢者医療保険料� （第 ４期）

10月31日㈬納期限

◆ 4か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　10月10日㈬12時40分～13時受け付け
対　象　 ４か月児：平成30年 6 月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成29年11月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ（10か月児のみ）
◆1歳6か月児健康診査／3歳6か月児健康診査
日　時　10月10日㈬13時～13時20分受け付け
対　象　 1歳6か月児：平成29年 4 月生まれの幼児
　　　　 3歳6か月児：平成27年 4 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 6か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　10月5日㈮13時～13時30分受け付け
対　象　平成27年 9 月、平成28年 3 月・ 9月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　10月16日㈫ 9時45分～11時45分
対　象　 7か月～ 3歳までの乳幼児とその保護者
※1週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　10月18日㈭13時30分～15時
対　象　 3～18か月頃の乳幼児とその保護者
※ 1週間前までに電話で申し込んでください。
○場所はいずれもさくら館です。

すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎85−9595

●趣味の教室
書　道　10月 5 日㈮・19日㈮10時～12時
絵手紙　10月11日㈭・25日㈭10時～12時
対　象　各教室とも町内在住の60歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　10月19日㈮13時～13時30分受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定

など
対　象　町内在住の60歳以上の方

やまなみ荘コーナー
照会先　福祉課☎85−7790

催 し 案 内

心配ごと相談

小田原保健福祉事務所
各種相談日

オストメイト
相談会・交流会

映画上映会
「めぐみ－引き裂かれた家族の３０年」

国際未病フェスタ2018
～秋の夜長　Camplugged～

子どもほっと相談

福祉相談会

日　時　10月10日㈬ ９時20分
（中止の場合は15日㈪）

集合場所　仙石原文化センター
コース　矢倉沢峠～金時山～分岐～公時

神社
※帰路　会員バス配車
会　費　500円（保険料他）
※初参加の方は別に500円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司
� 　☎85−6788
※当日開催の有無は☎85−6788で確認し
てください。音声メッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の17時
から当日の 9時までです。 日時・場所

・10月16日㈫　温泉出張所
・11月 6 日㈫　箱根出張所
いずれも13時30分～15時30分
内　容　生活、人権に関する相談、国や

県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委

員、学校教育指導員、総務省行政
相談委員

※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　福祉課☎85−7790

日時・場所
・10月11日㈭　役場分庁舎4階第7会議室
・10月25日㈭　さくら館相談室
（当日の電話相談は☎85−0800まで）
いずれも10時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ

び家族
内　容　社会福祉士など専門家による面

接相談、電話相談
照会先　福祉課☎85−7790

日　時　10月22日㈪13時～15時
（受け付けは14時まで）

場　所　小田原市保健センター
（小田原市酒匂2−32−16）

内　容　肢体不自由障がい者の補装具交
付、修理相談

※希望する方は10月19日㈮までに連絡し
てください。
照会先　福祉課☎85−7790

○�エイズ相談・検査　10月17日㈬ ９時～
11時

○�精神保健福祉相談　10月11日㈭・16日
㈫・25日㈭・11月 8 日㈭　いずれも13
時30分～16時30分

○�認知症相談　10月 5 日㈮・11月 2 日㈮
　いずれも13時30分～16時30分
○�療育歯科相談　10月18日㈭ ９時～15時
30分

※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所保健予防

課☎０４６5−３２−８０００（内線３236：
療育歯科相談・内線３246：その他
の相談・検査）

日　時　11月11日㈰13時30分～15時30分
（受付13時～）

場　所　湯河原町城堀会館　会議室
　　　（湯河原町城堀87− １ ）
対　象　人工肛門・人工膀胱保有者の方

とその家族、医療関係者、関心の
ある方

照会先　日本オストミー協会神奈川支部
事務局☎０８０−５０２７−５７８０

　拉致問題への理解を深めていただくた
め、上映会を開催します。
日　時　10月14日㈰15時～17時（開場14

時30分）
場　所　湯河原町立図書館　 ３階集会室
定　員　100名（先着順）
申込み　10月11日㈭までに電話又はＦＡＸ

で県西地域県政総合センター県民
課へ☎32−8904・FAX32−8953

日　時　11月 3 日㈯10時～ 4日㈰16時
場　所　未病バレー「BIOTOPIA（ビオ

トピア）」足柄上郡大井町山田300
番地

照会先　㈱ブルックスホールディングス
BIOTOPIAオフィス

� ☎0465−85−1113
　　　https://www.biotopia.jp/

日　時
①普通救命講習Ⅰ
　１０月２１日㈰ ９時～１２時
②普通救命講習Ⅱ
　１０月２６日㈮ ９時～１３時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）

を用いた心肺蘇生法および止血法
など（②は実技と筆記の効果測定
を含む）

場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤

の方
定　員　各２０人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課（救急係）
� ☎82−4511

日時・場所
・10月16日㈫　温泉出張所
・11月 6 日㈫　箱根出張所
いずれも12時～15時
内　容　教育に関する相談
相談員　教育相談センタースタッフ
※希望する方はなるべく事前に連絡して
ください。
照会先　教育相談センター☎８５−７７７６

森のふれあい館
特別展「森の葉っぱ展」

　箱根には2,000種類以上の植物があり、
様々な形の葉がみられます。形以外にも
匂いのする葉、紅葉する葉、お茶になる
葉などを集めて展示します。
　また、企画展「外来生物展」を同時開
催します。
期　間　10月 1 日㈪～平成31年 3 月10日

㈰
照会先　森のふれあい館☎８３−６００６

　町県民税および固定資産税、国民健康保険料に
ついては、夜間・休日も、納付書裏面記載のコン
ビニエンスストアで納付ができます。（納期限が
過ぎている納付書では納付できません。）
　納期限が過ぎている納付書で納める方は、至急
役場本庁会計課・出張所または金融機関で納付し
てください。
照会先　○税務課（収納係）　☎85−9573
　　　　☆保険健康課　　　　☎85−9564

いちじく
　　ヨーグルト
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みんなでシェアして、低炭素社会へ。

環境先進観光地
―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!

町の人口と世帯
− ９月 １日現在−

●人口　11,384人
　男　5,427　　女　5,957
●世帯　 6,180

白熱！育児教室たんぽぽの会！
● 9 /11（宮城野　さくら館）

　 ９月は育児教室でも運動会です。一生懸命走って滑って転
がって 5つの種目をがんばりました。最後の種目はパン食い競
争。運動会が終わった後に、取ったパンをみんなで食べました。
運動した後のおやつは、とってもおいしいね！

みんながんばれ！箱根地域健民祭！
● 9 / ８ （箱根）

　各地域健民祭のさきがけは箱根地域。天候の関係で体育館で
の開催となりましたが、多くの方が集まってくれました。お子
さんたちも多く参加されとっても賑やかに、そしてなごやかな
雰囲気の中、競技が進んでいきました。

夏の終わりにひと時の夢を～湯本夢まつり～
● 8 /28（湯本）

　湯本桜通りにて湯本夢まつりが開催されました。ちょうちん
や灯ろうが美しく、幻想的な雰囲気がとても素敵でした。会場
では地域のみなさんの出店やステージイベントが行われ、大変
盛況でした。地域の人たちのつながりが感じられる素敵なお祭
りでした。

　暑さも一段落し、過ごし
やすい季節になりましたね。
スポーツの秋にふさわしく箱根

でも様々なイベントが行われました。イベ
ントでお子さんの声が聞こえると、とても嬉しく感じま
すね。子育て真っ最中のわが家も、毎日家の中で運動会
が行われています。
　さて、「わが家のアイドル」も引き続き募集していま
す。ぜひみなさんのおうちのアイドルを紹介してくださ
い。ご応募待っています！（Ｍ）

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
大
募
集
！

第29回箱根町グランドゴルフ大会
● 8 /30（箱根中学校）

　箱根中学校でグランドゴルフ大会が開催されました。みなさ
んすばらしい腕前でした。
【団体の部】�優　勝 さくら自治会　準優勝 宮城野シルバーさ

くら会　第 ３位 小涌谷
【個人の部】�優　勝 勝俣道春さん（宮城野）　準優勝 高辻秀

樹さん（仙石原）　第 ３位 岩田光夫さん（温泉）

スポーツで
　　　にこにこ笑顔と　健康を
10月は「県民スポーツ月間」


